
積算基準 土木

現場中間検査 不要

工場等派遣中間検査 不要

樹木保険加入 不要

チェ ッ ク 欄

工　  事　  設　  計　  書
事　  業　  年　  度 令和 8年度
設　  計　  年　  月 令和　 年　 月

予　  算　  科　  目 款 項 目 節

工　  事　  場　  所 西京土木みど り 事務所管内全域

路線名又は河川名等

工　 　  事　 　  名 （ 単価契約） 人力浚渫工事（ 西京土木みど り 事務所） 人力浚渫工Ｂ

工　 　 　 　 　 　 期 令和 8年 4月 1日から 令和 9年 3月31日ま で

事　 業　 課（ 所） 名 西京土木みど り 事務所 単 価 使 用 年 月 令和　 年　 月

工　  事　  番　  号 歩 掛 適 用 年 月 令和　 年　 月

変　  更　  回　  数 基 準 適 用 年 月 令和　 年　 月

主　 　  工　 　  種 単　  価　  地　  区

前　 払　 金　 支　 出 調　  整　  区　  分

京都市  建設局

京都市



工 事 概 要
人力浚渫工Ｂ m3 14    

施 工 理 由 　 本工事は、 水路等の土砂が堆積し た箇所について、 人力によ る 浚渫を 行う こ と によ り 、 流水機能の回復及び地
域の環境改善を 推進する も のである 。

設計額
金額 増減額

請負額
金額 増減額

工　 　 　 事　 　 　 費
前回

今回

 円

 円
 円

 円

 円
 円

内 工　 事　 価　 格
前回

今回

 円

 円
 円

 円

 円
 円

訳 消費税相当額
前回
今回

 円
 円

 円
 円
 円

 円

支　  給　  品　  費
前回
今回

 円
 円

 円
円
円

円

京都市  建設局
京都市



積算参考資料（ 間接費補正一覧）
単  価  使  用  年  月 2025年12月

歩  掛  適  用  年  月 2025年12月

基  準  適  用  年  月 2025年12月

単 　  価 　  地 　  区 2601: Ⅰ地区

調 　  整 　  区 　  分 単独工事

共通仮設費（ 率計上）

主 た る 工 種 13: 道路維持工事

施 工 地 域 等 補 正 大都市（ ２ ） 1. 5

I C T 施 工 補 正 補正なし 1. 0

週 休 ２ 日 補 正 補正なし 1. 00

現場管理費

施 工 地 域 等 補 正 大都市（ ２ ） 1. 2

I C T 施 工 補 正 補正なし 1. 0

週 休 ２ 日 補 正 補正なし 1. 00

一般管理費

前 払 金 支 出 割 合 に よ る 補 正 前払金対象外 1. 00

財 団 法 人 等 に よ る 補 正 補正を行わない 1. 00

契 約 保 証 に 係 る 補 正 率 補正し ない 0. 00%

京都市



工種 種別 細別 規格・ 条件 見積等項目名 単位 単価( 円)
施工費（ 諸雑費込）

等の区分
備考

道路清掃工 排水施設清掃工 残土処分 土砂 m3 3, 420 処分費

運搬距離： 16. 9km

見積参考資料

※見積等項目名が空欄の場合、 細別のすべてを含む単価を 示し ていま す。 見積等項目名を 記載し ている 場合は、 細別のう ち見積を採用し た部分の単価を示し ていま す。

積算で採用し た見積等の単価は下表のと おり です。



設計内訳書（ 本01）
工事名 （ 単価契約） 人力浚渫工事（ 西京土木みど り 事務所） 人力浚渫工Ｂ 事業区分

工事区分
道路維持･修繕
道路維持

工事区分・ 工種・ 種別・ 細別 規格 単位 数量 単価 金額 数量・ 金額増減 摘要

道路維持

式 1    

道路清掃工

式 1    

排水施設清掃工

式 1    

掘削　 土砂、 現場制約あり

m3 14    

人力積込　 土砂

m3 14    

土砂等運搬　 現場制約あり 、 人力、 土砂、 DI D地区あり

m3 14    

残土処分　 土砂

m3 14    

仮設工

式 1    

交通管理工

式 1    

交通誘導警備員 B

人日 1    

直接工事費

式 1    

共通仮設

式 1    

共通仮設費（ 率計上）

式 1    

京都市- 1 -



設計内訳書（ 本01）
工事名 （ 単価契約） 人力浚渫工事（ 西京土木みど り 事務所） 人力浚渫工Ｂ 事業区分

工事区分
道路維持･修繕
道路維持

工事区分・ 工種・ 種別・ 細別 規格 単位 数量 単価 金額 数量・ 金額増減 摘要

純工事費

式 1    

現場管理費

式 1    

工事原価

式 1    

一般管理費等

式 1    

工事価格

式 1    

消費税額及び地方消費税額

式 1    

工事費計

式 1    

京都市- 2 -
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特 記 仕 様 書 

 

工 事 名： （ 単価契約） 人力浚渫工事（ 西京土木みど り 事務所）  

工事場所： 西京土木みど り 事務所管内全域 

契約期間： 令和8年4月1日か ら 令和9年3月31日ま で  

 

 

（ 適   用）  

第１ 条 本特記仕様書は、 京都市が 施工する 上記工事（ 以下「 工事」 と い う 。 ）

に 適用する 。  

 

（ 工事の 施工）  

第２ 条 工事は 、 単価契約工事指示書（ 様式－１ ） （ 以下「 指示書」 と い う 。 ）

監督職員の 指示、 本特記仕様書、 京都市土木工事共通仕様書（ 以下「 共通

仕様書」 と い う 。 令和7年8月改正） 等に 基づき 施工し な け ればな ら な い 。  

 

（ 工事の 範囲）  

第３ 条 工事の 範囲は、 指示書に よ る も のと する 。  

 

（ 現場の 常駐）  

第４ 条 受注者又は 受注者が 契約の 履行に 関する 一切の 事項を 処理する 権限を 委

任し た も の （ 以下「 現場代理人」 と い う 。 ） は 、 現場に 常駐し 、 工事に 関

する 一切の事項を 処理し な け ればな ら な い 。  

 

（ 契約単価）  

第５ 条 単位当た り の 契約単価は、 工事原価に 一般管理費を 加え た 工事の 施工に

必要な 適正工事価格に 消費税及び地方消費税相当額を 加算し た 単価と する 。  

 な お、 工事原価は 、 直接工事費、 共通仮設費及び現場管理費を 含むも の

と する 。  

 

（ 前払金及び中間金）  

第６ 条 前払金及び中間金の 請求は、 認めな い も のと する 。  

 

（ 工   期）  

第７ 条 工期は、 指示書に 明記する 。  

  ２  発注者が 特に 指示する 災害、 そ の 他緊急を 要する も の に あ っ て は 、 祝祭

日、 休日、 年末年始及び夜間におい て も 作業を 行わ な け ればな ら な い 。  
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（ 工   種）  

第８ 条 工事に 用い る 浚渫
し ゅんせつ

工種は 、 次表に よ る も の と する 。  

  ２  前項に 規定する 人力浚渫工Ｂ は 、 粗粒土又は 細粒土の 浚渫に のみ適用す

る も の と し 、 汚泥（ 産業廃棄物） と 判断さ れる よ う な 泥状の 高有機質土等

の 浚渫に は適用し な い 。  

 

（ 建設発生土を 処分する 場合）  

第９ 条 京都市が 指定する 建設発生土受入施設一覧に 記載さ れて い る 受入施設に

搬出する こ と 。  

２  建設発生土受入施設一覧は随時更新さ れる た め 、 必ず施工実施時の最新 

版を 確認する こ と 。  

３  受注者は、 土質性状、 搬出時期等の 条件を 受入施設に 事前確認を 行う こ  

と 。  

４  受注者は、 受入施設への 搬出確認の た め、 受入施設が 発行する 伝票を 発 

注者に 提示する こ と 。  

 

（ 工事の 完成報告）  

第10条 受注者は、 工事の 完成後、 発注者に 、 次の 書類を 提出し 、 工事の 完成報

告を し な け ればな ら な い 。  

( 1) 完成通知書・ ・ ・ ・ ・ １ 部（ 様式―２ ）  

( 2) 単価契約工事記録写真帳（ 様式－３ ）  

（ 以下「 記録写真帳」 と い う 。 ） ・ ・ ・ ・ ・ １ 部 

２  出来形数量は 、 小数第３ 位以下を 切り 捨て た 数値と する 。 た だ し 、 出来

形数量が 小数第２ 位に 満た な い 場合は 、 有効数位第１ 位の 数量を 出来形数

量と する 。  

 

（ 工事の 記録写真）  

第11条 受注者は、 工事の 状況及び成果を 明ら か に する た め 、 次の 写真を 記録写

真帳に 貼付し 、 提出し な け ればな ら な い 。  

   ( 1)  同一地点か ら 撮影し た 工事着手前及び工事完成後の 全景写真を 各１ 葉 

   ( 2)  工事の 過程を 撮影し た 写真を １ 葉以上 

    な お、 特に 必要の あ る 場合、 発注者が 別に 指示する 写真を 提出し な け れ

ばな ら な い。  

  ２  写真の 形状寸法は、 サ ービ ス ・ サ イ ズ （  7. 5×10. 5㎝） 程度を 標準と し 、

記録写真帳の 上段に 工事着手前、 中段に 工事完成後及び下段に 工事過程を

示す写真の順序で 貼り つけ る も の と する 。  

 

 
工  種 内    容 

 

 

人力浚渫
し ゅんせつ

工Ｂ  人力によ る 開き ょ 部の浚渫工事を いう 。  
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３  写 真 撮 影 に 当た っ て は 、 「 土 木 請 負 工 事 必 携 」 の 「 写真 管 理 基準 」 の

「 写真撮影の 共通事項」 に 示す黒板に 必要事項を 記入し て 、 こ れを 含め て

撮影し な け ればな ら な い 。  

 

（ 工事の 現場管理）  

第12条 受注者は、 工事中、 常に 最善の 現場管理を 行い 、 工事に 関する 一切の 事

項を 処理し な け ればな ら な い 。  

  ２  工事現場に 水路管理施設又は水利権者の 管理施設等が あ る 場合、 当該施

設の 管理者と 協議の 後、 工事に 着手し な け ればな ら な い 。 ま た 、 工事の 完

了後、 第10条に 規定する 完成報告を する 前に 、 当該施設の 管理者の 承認を

得な け ればな ら な い 。  

  ３  浚渫土は 、 適切に 搬出し な け れ ばな ら な い 。 ま た 、 そ の 際、 道路の 洗浄

等必要な 処置を と ら な け ればな ら な い 。  

 

（ 第三者に 及ぼし た 損害）  

第13条 受注者は、 工事の 施工に 当た り 、 善良な 管理者と し て の 注意義務を 怠っ

た こ と に よ り 、 第三者に 損害を 及ぼし た と き は 、 そ の 一切の 責任を 負担し

な け ればな ら な い 。  

 

（ 交通の 安全確保）  

第14条 受注者は、 工事の 施工に 当た り 、 「 土木請負工事必携」 の 「 道路工事現

場に おけ る 標示施設等の 設置基準」 及び「 道路工事保安施設設置基準」 に

よ り 、 保安施設を 十分に 設置し 、 常に 、 工事現場の 安全管理の 確保に 努め

な け ればな ら な い 。  

  ２  一般交通に 支障を き た す場合は 、 必ず交通誘導警備員を 常駐さ せな け れ

ばな ら な い。  

  ３  道路を 通行止め する 場合に おい て も 、 歩行者が 安全に 通行で き る よ う 、

幅１ ． ０ ｍ 以上（ 特に 、 歩行者の 多い 箇所に おい て は １ ． ５ ｍ 以上。 ） の

通路を 確保し 、 歩行に危険の な い よ う 処置し な け ればな ら な い。  

 

（ 検   査）  

第15条 発注者が 受注者か ら 工事の 完成報告を 受け た と き 、 検査職員は、 こ の こ

と を 確認する た め の 完成検査を 実施する 。 当該検査の 結果に つい て は 、 完

成検査結果通知書（ 様式５ ） を 交付する 。  

  ２  受注者又は現場代理人は 、 完成検査に 必ず立会わ な け ればな ら な い 。  

 

  ３  検査の 結果、 検査職員が 工事の 手直し を 要する と 認め た と き は、 手直し

工事指示書（ 様式６ ） に 所要事項を 記入の う え 受注者に 交付する 。 こ の 場

合に おい て 、 受注者は 、 そ の 指示に 従い 、 手直し 工事を 実施し な け ればな

ら な い 。  
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（ 請負代金の請求）  

第16条 請負代金は、 １ か 月ご と に精算する も の と する 。  

  ２  受注者は、 毎月末ま で に 、 １ か 月間に 完成し た 工事の 請負代金に 対する

請求書（ 支出命令書） 等を 提出し な け ればな ら な い 。  

 

（ 雑   則）  

第17条 こ の 特記仕様書に 定め の な い 事項に つい て は、 必要に 応じ て 、 発注者及

び受注者が別に 協議する 。  



令和 年度

・

単位 備考

付近見取図 計算土量 別紙参照

断面１

Ａ 1＝

断面２

Ａ ２ ＝

様式―１

指示番号

 単価契約工事指示書

令和　 　 年　 　 月　 　 日

様

京都市長　 　 ○○　 ○○

下記のと おり 、 契約書及び仕様書等に基づき 施工する こ と を指示し ま す。

年度・ 単価契約工事名

工事場所・ 路線名

工　 　 　 期

請負金額 円

工　種 小運搬の有無 指示数量

契約単
価( 円)
( 税込)

価格( 円)
( 税込)

計

工事内容

ｈ

ｒ

ｈ

ｒ

ｈ = 

ｈ = 

ｗ= 

ｗ= 



令和

様

・

・

単位 備考

※出来形数量は、 小数第３ 位以下を切り 捨てた数値と する 。 ただし 、 出来形数量が小数第２ 位に満たな
い場合は、 有効数位第１ 位の数量を出来形数量と する 。

計

完成日

完成工事
内容

令和　 年　 月　 日

価格( 円)
( 税込)

工　種

請負金額

小運搬
の有無

出来形
数量

（ ※）

契約単価
( 円)

( 税込)

円

下記工事が完成し たので、 契約書第34条第1項に基づき 関係図書を 添えて通知し ま す。

年度・ 単価契約工事名

京都市○○区○○町○番地○
○　 ○　 ○　 ○
代表取締役 ○○○○

指示番号・ 指示年月日

様式―２

年度

完　 成　 通　 知　 書

工　 　 期

工事場所・ 路線名等

令和　 年　 月　 日

京 都 市 長



様式－３
令和 年度

指示番号

工事の過程
（ 用紙が不足する 場合
は、 同型の用紙を継ぎ
足す。 ）

単　 価　 契　 約　 工　 事　 記　 録　 写　 真　 帳
工事着手前

工事完成後



様

京都市長 ○○　 ○○

令和 年度 遅延日数( 終期日の翌日よ り ) 日

・

所 在 地
担当課( 所) 名

Ｔ Ｅ Ｌ

合　 ・ 　 否

検 査 職 員
職 名 ･ 氏 名

工 事 名

工 事 場 所

請 負 金 額

説 明 を 求 め る
書 面 の 送 付 先

手 続 等 の
問 い 合 わ せ 先

検 査 結 果

様式５

令 和 年 月 日

完　 成　 検　 査　 結　 果　 通　 知　 書

受注者

　 貴社が受注し た工事について、 下記のと おり 検査結果を通知し ま す。

検査年月日

　 なお、 評定点に疑問がある と き は、 その疑問の旨を 付し て、 こ の書面を受けた日から
起算し て１ ４ 日( ｢休日｣含む。 ） 以内に、 書面によ り 説明を 求める こ と ができ ま す。

　 回答は書面によ り 郵送し ま す。

記

工　 　 期

指示番号・ 指示年月日

単



様式６

）

注1：

注2：

注3：

注4：

注5：

手　 直　 し 　 工　 事　 指　 示　 書

工 事 名

工 事 場 所

主 任 技 術 者 又 は 監 理 技 術 者 氏 名

公 共 施 設 管 理 者

受 注 者 氏 名

現 場 代 理 人 氏 名

検 査 職 員 ・ 職 氏 名

主 任 技 術 者 又 は 監 理 技 術 者完 了 日 受 注 者 現場代理人

印 印 印

担 当 課 長所 属 長 主任監督員
指 示 の
事後確認印

検査職員は、 完了を確認し たと き は、 直ちに確認印欄のそれぞれに押印し 、 本票（ 正） を監督職員へ送付
する （ こ

担当監督員検 査 職 員

令 和 年 月 日

総括監督員

印

監督職員は、 すべての手続き が完了し たと き は、 本票（ 正） を受注者へ発行する （ こ れの写し を発注者側
にて保存する 。 ） こ と 。
各事業課（ 所） の職員が検査職員の場合は、 必要箇所を訂正し て使用する こ と 。

印

受注者は、 本票（ 正） を受理し た後、 工事期限日ま でに手直し 工事を完了さ せ、 完了し たと き は、 直ちに
確認印欄のそれぞれに記名（ 署名ま たは押印含む） し 、 発注者へ提出する こ と 。
発注者は、 本票（ 正） を受理し た後、 直ちに確認印欄のそれぞれに押印の後、 監理検査課に提出する こ
と 。

監 理 検 査 課 長

契約書第３ ４ 条第６ 項に基づき 下記のと おり 指示し ま す。

指
示
内
容

指 示 日

( 手直し 工事期限

令 和 年 月 日

事 業 課 （ 所 ） 監 督 職 員 ･ 職 氏 名

令 和 年 月 日
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